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いわき市こども計画の
点検・評価について

資料２
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１ 対象年度
令和７年度

２ 対象取組
13件/245件

３ 選定の考え方
①令和７年度に新規・拡充した取組
②事務局において報告が必要と考える取組

※いわき市こども計画（抜粋）

区分 取組名 担当課

Ⅰ　子ども・若者が権利の主体として生きられるために

こどもの権利普及啓発事業【新規】 こども政策課

こども・若者の意見聴取事業【新規】 こども政策課

Ⅱ　安心してこどもを産み育てるために

妊婦にやさしい遠方出産支援事業【新規】 こども家庭課

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）【新規】 保育・幼稚園課

未来の保育人材の育成【拡充】 保育・幼稚園課

保育人材の確保【拡充】 保育・幼稚園課

放課後児童クラブの充実【拡充】 こども政策課

Ⅲ　こども・若者が健康で自分らしく成長するために

乳幼児健康診査【拡充】 こども家庭課

学力向上推進事業 学校教育課

子どもの学習環境整備事業 保健福祉課

Ⅳ　支援を必要とするこども・若者とその家族のために

ＤＶ被害者緊急一時避難支援等事業【拡充】 こども家庭課

こども食堂等の運営支援 こども政策課

ひとり親家庭等応援金【新規】 こども家庭課
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基本

目標Ⅰ こども・若者が権利の主体として生きられるために

R7事業成果

こどもを対象とした講座、啓発
など多角的な取組みを展開した
結果、こども権利の認知度が向
上した。

○出前講座の開催
講座10回・202人

○普及啓発リーフレットの
作成・配布
全小学生へ配布

R7実績値

67%

成果指標

こどもの権利条約につ
いて聞いたことがない

こどもの割合

R7目標値

70%

こどもの権利普及啓発事業【新規】

R8取組みの方向性

広く認知されたとは言えないこ
とやこどもを取り巻く大人への
理解促進も進める必要があるこ
とから、こども向けの事業を継
続しつつ、新たに大人向けの啓
発活動を実施していく。

○出前講座の開催
○普及啓発動画（大人向け）の
作成・活用
児童クラブ職員研修
SNSでの発信

取組内容

こども・若者の権利について、こども・若者が自らの権利を正しく理解し、困難を抱えたときに適
切に行動できる力を身につけるとともに、大人も含め、こどもの権利の重要性を地域社会全体で共
有できるよう啓発活動を推進します。

〔全小学生に配布したリーフレット〕

〔小学校での出前講座〕
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基本

目標Ⅰ こども・若者が権利の主体として生きられるために

R7事業成果

こども・若者から意見を聞き、
市ホームページで結果を報告す
るという、意見表明事業の基礎
的なプロセスを実施した。

○いわき志塾
中学生3人

○いわきアカデミア
高校生6人

○いわき短期大学
大学生43人

○こどもまんなかワークショップ
こども・若者など131人

R7実績値

67%

成果指標

こどもの権利条約につ
いて聞いたことがない

こどもの割合

R7目標値

70%

こども・若者の意見聴取事業【新規】

R8取組みの方向性

意見を表明するための場の確保
に努め、こどもから意見を聴く
機会を創出していくとともに、
集まった意見を施策へと反映さ
せるプロセスを構築し、こども
へフィードバックを行う仕組み
づくりを進めていく。

○いわき短期大学での意見聴取
○ワークショップでの意見聴取
○先進都市の取組の調査・研究

取組内容

こども・子育て支援施策にこども・若者などの意見を反映するため、様々な手法・場面で、こど
も・若者などから意見を聴く取組を実施します。

〔いわきアカデミア〕

〔いわき志塾〕

〔こどもまんなかワークショップ〕
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基本

目標Ⅱ 安心してこどもを産み育てるために

妊婦にやさしい遠方出産支援事業【新規】

R7事業成果

遠方での出産に関連する交通費
や宿泊費の助成を行い、安全・
安心に妊娠・出産ができる環境
を整えるとともに、経済的負担
の軽減に寄与した。

〇助成実績
妊婦健診（交通費）：５人
出産（交通費・宿泊費）：13人 R7実績値

18人

成果指標

助成人数

R7目標値

14人

R8取組みの方向性

助成制度を拡充するとともに、
制度の認知度を高めるため、周
知拡大を図る。

〇交通費
自己負担分に加え、産婦健

診・産後ケア・乳幼児健診に係
る交通費を助成対象に拡大
〇宿泊費
自己負担分を助成対象に拡大

取組内容

妊婦の経済的負担の軽減を図るとともに、安心安全に妊娠や出産ができ、適切な医療や保健サービ
スが受けられる環境を整備するため、遠方での出産に関連する交通費や宿泊費に対して助成します。
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基本

目標Ⅱ 安心してこどもを産み育てるために

乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）【新規】

R7事業成果

R8からの本格実施に先立って、
事業を実施することで、事業の
課題等を把握・分析するととも
に、安心して通園できる体制整
備につなげられた。

〔令和７年10月から事業実施〕
○実施施設６施設

（公立２施設含む）
○延利用者数241人
○延利用時間数524時間

R7実績値

６施設（うち公立２施設）

成果指標

実施施設数

R7目標値

２施設（うち公立1施設）

R8取組みの方向性

制度の円滑な運用や更なる利用
促進に取組むとともに、利用
ニーズを踏まえた、サービス提
供体制の整備を図っていく。

○公立保育所２施設、私立施設
11施設での実施
○私立施設に対する給付費の支
給

取組内容

保育所等に通っていない０歳６か月から満３歳未満のこどもを対象に、保護者の就労要件を問わず、
時間単位等で柔軟に利用できる乳児等通園支援事業を実施します。

写真追加予定

〔事業案内チラシ〕

〔保育の様子〕
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基本

目標Ⅱ 安心してこどもを産み育てるために

未来の保育人材の育成【拡充】

R7事業成果

体験を通して、約９割の参加者
から「保育士や幼稚園教諭を目
指したい気持ちが高まった」と
の回答を得るなど、保育士等の
魅力発信ができた。

〇夏休み保育等現場体験
参加者数延べ293人
受入施設私立33、公立24 R7実績値

293人

成果指標

夏休み保育等現場体験
参加人数

R7目標値

240人

R8取組みの方向性

より多くの方に参加してもらえ
るよう情報発信を強化しながら、
引き続き取組みを推進していく。

〇職業出前講座の開催
〇夏休み保育等現場体験の実施
（延べ198日）

取組内容

保育人材を将来的に確保していくことを目的に、市内の中学生や高校生が、現役保育士から職業と
しての保育士の魅力、やりがいや業務内容等について知る・学ぶための機会として、保育士の魅力
がわかる「職業出前講座」や「夏休み保育等現場体験」を実施します。

〔夏休み保育等現場体験〕
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基本

目標Ⅱ 安心してこどもを産み育てるために

保育人材の育成【拡充】

R7事業成果

学生や潜在保育士・幼稚園教諭
を対象に、市内保育施設等の特
長や特色に触れる機会を設ける
ことで、市内への就職促進が図
られた。

〇合同説明会
参加者 41人・13法人

〇保育所等見学バスツアー
参加者 56人

〇復職・就職支援研修会
参加者５人

R7実績値

41人

成果指標

合同説明会の参加人数

R7目標値

65人

R8取組みの方向性

より多くの方に参加してもらえ
るよう情報発信を強化しながら、
引き続き取組みを推進していく。

〇合同説明会（１回）
〇保育所等見学バスツアー（１回）
〇復職・就職支援研修会（１回）

取組内容

保育人材を確保するため、指定養成施設の学生等を対象に「合同説明会」や「保育所等見学バスツ
アー」を実施するほか、潜在保育士や保育所等での仕事に興味がある方等を対象に「復職・就職支
援研修会」を開催するなど幅広い活動を実施します。

〔合同説明会〕

〔保育所等見学バスツアー〕
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基本

目標Ⅱ 安心してこどもを産み育てるために

放課後児童クラブの充実【拡充】

R7事業成果

ニーズのある小学校区に放課後
児童クラブを増設したことによ
り、待機児童の縮減が図られた。

○クラブ数（R7.5.1）
88クラブ

○登録児童数（R7.5.1）
3,755人

○待機児童数（R7.5.1）
13人

○増設・分割等の目安作成

R7実績値

67％

成果指標

R5年度時点の待機児童数
（39名）からの削減率

R7目標値

30％

R8取組みの方向性

増設・分割等の目安に基づき、
待機児童解消を図るとともに、
児童クラブ職員の人材を確保す
るため、魅力ややりがいなどの
情報発信を行う。

○クラブ数（R8.5.1）
91クラブ

○登録児童数（R8.5.1）
3,786人

○待機児童数（R8.5.1）
15人

○人材確保に向けた情報発信

取組内容

保護者の就労等により、昼間保護者のいない家庭の小学生に対して、安心して過ごせる場の提供及
び健全育成を図るため、施設の環境整備や人材育成等を通じて放課後児童クラブの充実を図ります。

〔利用児童数と待機児童数の推移〕

〔新設クラブ（平六小余裕教室）〕

（単位：人）

区分 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ8

クラブ数 79 82 87 89 92

利用児童数 3,341 3,544 3,596 3,798 3,833

待機児童数 24 39 35 13 15

就学児童数 15,604 15,439 15,245 14,830 14,283

利用率 21.41% 22.95% 23.59% 25.61% 26.84%
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基本

目標Ⅲ こども・若者が健康で自分らしく成長するために

10

乳幼児健康診査【拡充】

R7事業成果

適切な時期に受診案内と未受診
勧奨を行うことで高い受診率を
得ることができた。

〔受診率〕
〇１か月児健診：94.9％
〇４か月児健診：96.8％
〇10か月児健診：95.6％
〇1歳6か月児健診：97.0％
〇３歳児健診：96.0％

R7実績値

100％

成果指標

適正な時期の受診勧奨

R7目標値

100％

R8取組みの方向性

これまでの健診に加え、令和８
年度から５歳児健康診査を導入
し、就学までの切れ目ない支援
を図る。

〇１か月児健診：個別
〇４か月児健診：57回
〇10か月児健診：個別
〇1歳6か月児健診：52回
〇３歳児健診：58回
〇５歳児健診：10回

取組内容

乳幼児の発達の節目である時期に、疾病・異常の早期発見、成長発達の評価に基づく保健指導を行
うことで、疾病予防、早期対応、育児不安の軽減及び健康の保持増進を図ります。
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基本

目標Ⅲ こども・若者が健康で自分らしく成長するために

11

学力向上強化推進事業

R7事業成果

学校カルテ（学校・学級ダッ
シュボード）の活用が図られ、
エビデンスに基づいた学校の強
みや課題に応じた学力向上策が
推進された。

○学力向上アドバイザー訪問
全小・中学校104校

○課題やニーズを踏まえた研修
講師招へい13件
○授業づくり支援訪問
21件

R7実績値

100％（①・②）

成果指標

学力向上への有効性の
学校アンケート調査結果
①ダッシュボード
②アドバイザー訪問

R7目標値

100％（①・②）

R8取組みの方向性

学力向上の取組を各学校から各
中学校区へとつなげる小中連携
の視点や家庭との連携の視点を
もった取組に繋げる。また、探
究的な学びなどこどもの主体性
が発揮できる機会の拡充を図る。

○ダッシュボードの作成・提供
○小中学校が連携した学力向
上策を推進する（６８校）

○探究活動成果発表コンテス
トの実施

取組内容

本市における学力向上に向け、全国学力・学習状況調査などのデータを総合的・多角的に分析し、
エビデンスに基づいて学校ごとの強みや課題及び特徴を把握の上、「学力向上アドバイザー」によ
る指導・助言を実施するとともに、各校の主体的な学力向上に向けた取組の推進を支援します。

〔学力向上アドバイザー訪問〕

〔授業づくり支援訪問〕
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基本

目標Ⅲ こども・若者が健康で自分らしく成長するために

12

子どもの学習環境整備事業

R7事業成果

支援員の定期的な訪問ときめ細
やかな対応により、対象世帯と
の信頼関係が構築でき、こども
の学習意欲の向上や世帯の生活
環境の改善に繋げることができ
た。

○登録者数：40名
○事業実績：1,746回
（うちキャンセル420回）

R7実績値

61.5%

成果指標

対象者のうち本事業への
参加する者の割合

R7目標値

77％

R8取組みの方向性

引き続き家庭訪問を基本とした
学習支援を継続するとともに、
事業の利用に繋がらない世帯に
ついて、地区保健福祉センター
のＣＷや生活・就労支援セン
ターの相談支援員との連携を強
化し、利用の呼びかけを行う。

○登録者数：50名（予定）
○事業実績：2,500回（予定）

取組内容

生活困窮世帯の中学生を対象にこどもたちが将来自立した生活ができるよう、貧困の連鎖を防止す
るため、家庭訪問による学習支援と併せ、保護者に対して教育や養育の相談支援を行います。

〔参加者募集チラシ〕
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基本

目標Ⅳ 支援を必要とするこども・若者とその家庭のために

1313

ＤＶ被害者緊急一時避難支援等事業【拡充】

R7事業成果

市直営事業の初年度であったが、
一時避難を希望する女性に対し、
事業受託者と連携して、安全の
確保を着実に実施することがで
きた。

○シェルター 152泊
○ホテル 27泊 R7実績値

179泊

成果指標

ホテル・シェルターの
宿泊数

R7目標値

100泊

R8取組みの方向性

DV相談件数が急増していること
から、引き続きＤＶ被害者等の
安全を確保するため、一時的か
つ緊急的保護を実施していく。

○シェルターでの保護
○ホテルでの保護

取組内容

困難な問題を抱える女性からの相談支援を行うとともに、ＤＶ被害者等を一時的かつ緊急的に保護
し安全を確保します。また、一時保護となった場合には、必要な相談・助言等を行うことで、自立
等に向けた支援を行います。
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基本

目標Ⅳ 支援を必要とするこども・若者とその家庭のために

1414

こども食堂等の運営支援

R7事業成果

こども食堂への運営支援を行い
年間約１万９千食の食事を提供
した。また、企業代表者等の理
解促進や応援自販機を通して寄
附金の獲得を図った。

○中間支援団体による運営支援
○食堂立ち上げ講座
年１回・参加者20名

○企業代表者等による体験イベント
年1回・参加者５名

○応援自販機の協定締結・設置
ダイドードリンコ㈱・1台

R7実績値

20箇所

成果指標

こども食堂数

R7目標値

20箇所

R8取組みの方向性

引き続き、立ち上げ支援講座を
開催し、こども食堂数の増加を
目指すとともに、イベント等を
通じて市民の理解促進を図り、
寄附金の獲得を図っていく。

○中間支援団体による運営支援
○食堂立ち上げ講座
年２回

○企業代表者等による体験イベント
年2回

取組内容

こども食堂等が自ら長期的に活動を継続できる仕組みづくりを強化するため、こども食堂等の開設
や運営に係るサポート体制の整備、寄附やボランティアを提供してくれる支援者への対応、専用
ホームページによる情報発信等を実施します。

〔応援自販機の設置〕

〔食堂立ち上げ講座〕
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基本

目標Ⅳ 支援を必要とするこども・若者とその家庭のために

1515

ひとり親家庭等応援金【新規】

R7事業成果

応援金の支給により、ひとり親
家庭等の経済的負担の軽減を図
ることができた。

○支給実績
287件

R7実績値

―

成果指標

設定なし

R7目標値

―

R8取組みの方向性

引き続き、応援金の支給を行い、
ひとり親家庭等の経済的負担の
軽減を図っていく。

○支給見込
対象児童330人

取組内容

ひとり親家庭等の経済的負担の軽減を図り、児童の新生活を応援することを目的に、児童扶養手当
受給世帯に対し、児童が中学校を卒業する際に応援金を支給します。


